
高性能EMデバイス・システムの構成技術調査専門委員会 

設置趣意書 

電子回路技術委員会

1. 目的

エレクトロ・メカニカル機能部品，すなわちEMデバイスは，固体中の機械振動を利用して ICや他の電子

部品では実現できない優れた特性を実現できるため，情報通信機器のみならず家電，自動車，インフラ，医療

などのあらゆる応用製品に組込まれ，周波数制御，タイミング制御，センサ，アクチュエータ，マニピュレー

タ，エナジーハーベスタ，超音波発生素子等として広く利用されている。近年の5Gの普及や IoT（Internet of 
Things）技術の進展に連動してその重要度は増す一方で，周波数制御デバイスの高周波化・センサの高性能化・

チューナブル化，圧電材料の非鉛化，MEMS との融合化，エナジーハーベスタの高効率化等，様々な先端的

研究開発が活発に進められている。また，これらのEMデバイス・システムは，材料開発技術，基礎物性制御

技術、微細加工技術，実装技術，設計技術，応用化技術等といった様々な階層的構成技術によって成り立って

おり，高性能EMデバイス・システムの実現に向けては，これらの各種構成技術の更なる発展や高度化が強く

求められている。 
このような情勢に鑑み，「高性能EM デバイス・システムの構成技術調査専門委員会」を設置し，EM デバ

イスとそれらを含む統合システムについて，様々な階層的構成技術や新しい応用分野について総合的な調査・

検討を行うことにより，電子回路技術の一層の進展に寄与したいと考える。 

2. 背景および内外機関における調査活動

従来，EMデバイスに関する調査や研究報告は，国内では本学会のEMデバイス・システムの先端技術なら

びに応用技術調査専門委員会，電子情報通信学会の超音波研究会，超音波の基礎と応用に関するシンポジウム

や弾性波素子技術コンソーシアム，強誘電体応用会議，海外では IEEE の UFFC 分科会や IEEE－Ultrasonics 
Symposium, IEEE－Ferroelectrics, IEEE－Frequency Control Symposiumで行われてきた。一方，シリコンMEMS
に関する調査や研究報告は，国内外を問わず ICプロセスに関する研究会やシンポジウムを中心に行われてき

た。このようなEMデバイスやシリコンMEMSの研究報告において，我が国は米国と共に世界をリードして

きたが，最近では，韓国，中華人民共和国，台湾，ロシア等からの研究報告件数が増加しているため，日本独

自の先端的な技術開発を推し進め，高い国際的競争力を継続する必要性が高まっている。さらに，新しい分野

との交流・融合を含めて調査や研究報告を総合的かつ多面的に行う活動は，我々が知る限り，世界中で極めて

少ない状況である。 
この様な状況において，EMデバイス・システムの階層的構成技術や新しい応用分野などについて総合的な

調査・検討を進め，融合的かつ有機的な連携を通じて高性能EMデバイス・システムを構築し，その応用技術

の一層の向上を目指すことが不可欠である。 

3. 調査検討事項

(1) 高性能 EM デバイス・システムに用いる新しい圧電材料，強誘電体材料，電極材料の基礎材料物性や

プロセス技術・分析測定技術に関する調査 
(2) 高性能 EM デバイス・システムに関わる新しい設計・シミュレーション技術，微細加工技術，実装技

術，評価技術に関する調査 
(3) 高性能EMデバイス・システムを用いた新しい応用分野に関する研究開発動向の調査 

4. 予想される効果

EMデバイス・システムに用いる新しい圧電材料等の性能向上や環境調和化，設計・プロセス・シミュレー

ション技術などの進展が計られ，EMデバイス・システム全般の高性能・高機能化，小型・低消費電力化の促

進や，応用範囲の拡大が促進されるものと期待される。したがって，今後のBeyond 5Gや IoT時代のキーテク

ノロジーを支える基盤強化に貢献するものと考えられる。 

5. 調査期間

令和3年（2021年）4月～令和6年（2024年）3月 



6. 委員会の構成（職名別の五十音順に配列）

委員長 永田 筆（東京理科大学） 会員 
委員 足立 武彦（横浜国立大学） 会員 

磯部 敦（（株）日立製作所） 
井幡 光詞（三菱電機（株）） 
植田 敏嗣（早稲田大学） 会員 
小田川 裕之（熊本高専） 

大森 達也（千葉大学） 会員 
垣尾 省司（山梨大学） 会員 
門田 道雄（東北大学） 会員 
櫛引 淳一（東北大学名誉教授） 会員 
黒岩 真弓（東京大学） 会員 
小林 牧子（熊本大学） 
近藤 淳（静岡大学） 会員 
竹中 正（東京理科大学名誉教授） 会員 
中田 穂積（（株）大真空） 会員 
野毛 悟（沼津高等専門学校） 会員 
橋本 研也（元千葉大学） 会員 
藤井 裕久（株式会社村田製作所） 
廣田 和博（日本電波工業（株）） 会員 
村井 利成（信越化学工業（株）） 
矢野 雄一郎（情報通信研究機構） 会員 

幹事 五箇 繁善（東京都立大学） 会員 
幹事 柳谷 隆彦（早稲田大学） 入会予定 
幹事補佐 鈴木 雅視（山梨大学） 入会予定 

7. 活動予定

委員会 ２回／年 
幹事会 １回／年 

8. 報告形態

公開EMシンポジウムにおいて報告する。 
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